
 

 

別紙１ 規制等 

 

（１） 都市計画区域    ⦿内    

（２） 計画道路      ⦿無 

（３） 市街化調整区域   ⦿内  

（４） 用途地域      ⦿区域外（容積率 400％、建蔽率 70％） 

（５） 防火地域      ⦿指定無 

（６） その他の地区指定  ⦿建築基準法第 22条指定区域内 

（７） 日影に関する条例、電波障害、その他の指導事項 ⦿無 

（８） 騒音、振動規制   ⦿指定区域外 

  但し、本施設は下記基準を満足すること。 

・騒音規制基準 

時間帯 基準値 

朝(午前 6時から午前 8時まで) 60 dB 

昼間(午前 8時から午後 6時まで) 

夕(午後 6時から午後 10時まで) 
65 dB 

夜間(午後 10時から午前 6時) 55 dB 

  

・振動規制基準 

時間帯 基準値 

朝(午前 8時から午後 7時まで) 65 dB 

夜間(午後 7時から午前 8時まで) 60 dB 

 

（９） 悪臭規制基準 

 

特定悪臭物質 濃度（ppm） 備考 

アンモニア 1  

メチルメルカプタン 0.002  

硫化水素 0.02  

硫化メチル 0.01  

二硫化メチル 0.009  

トリメチルアミン 0.005  

 

なお、本施設外壁から 5ｍの位置(4 か所)および脱臭装置排気口、換気口、脱臭設備出口など建屋

からの排出口において上表の臭気強度 2.5（臭気指数 15）以下を遵守すること。 

汚泥をトラック搬送する場合、トラックから 5m の位置において上記の排出口基準を満足すること。 
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（10）排出ガス基準 

伝熱面積 10m2以上及び燃焼能力 50L/時以上の温水ボイラー等にて加温等を行う必要がある場合、

以下の基準を満足すること。 

 

項 目 規制値 備考 

硫黄酸化物 

次式により算出された値を許容限度と

する。 

ｑ＝K×10-3He2 

ｑ：硫黄酸化物の許容排出量 

(単位:温度零度･圧力1気圧の状態に換

算したｍ3毎時) 

K ：地域別に定める定数 

He：補正された排出口の高さ 

（煙突実高＋煙上昇高） 

 

 

窒素酸化物 
使用する装置は大気汚染防止法に順守

のこと。 
 

ばいじん 
使用する装置は大気汚染防止法に順守

のこと。 
 

 

（11）敷地条件 

① 敷地面積   172,000 m2 

② 敷地の高低等 

・高低差   ⦿無 

・がけ指定  ⦿無 

 ③ 地形状況 

候補地 設計地盤高（GL）（ｍ） 平均地盤高（ｍ） 

候補地 A 20.70 20.49 

候補地 B 19.70 20.05 

候補地C 19.70 19.61 

     ※本事業において、必ずしも設計地盤高に整地する必要はなく、維持管理性等を考慮して

地盤高さを決定すること。 

④ 土質 

・近隣の土質調査   ⦿有 

・近隣建物の基礎形状 ⦿直接基礎 

⑤ 敷地境界石          ⦿無 

⑥ 盛土、整地、土留等の必要性  ⦿無 

⑦ ガス ⦿プロパンガス 

⑧ 上水 ⦿水道水 

⑨ 障害物    ⦿埋設配管など（候補地による） 

⑩ 敷地の前歴           ⦿水田  ⦿果樹園 

⑪ 車の進入路（工事用道路も考慮） ⦿場内道路 
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⑫ 事務所用地、作業場の確保    ⦿敷地内 

⑬ 搬出土等の処分地        ⦿有    

⑭ 土の仮地            ⦿有（敷地内）工事予定敷地内での仮置きは可能。 

 ⑮ 対策浸水深 

候補地 対策浸水深（ｍ） 

候補地 A 1.39 

候補地 B 1.83 

候補地C 2.27 

 

（11） 気象 （アメダス弘前 2020 年） 

① 最多風向  夏季：南、冬季：西 

② 気温  

年平均気温 最高気温 最低気温 年間降水量 最深積雪量 

11.5 度    34.4 度（8月） -8.2 度（12 月） 1433.5mm 73cm（2 月） 

③ 凍結深度 57cm （Z＝C√F＝ 3～5 × √155 ＝ 37.3～62.2 ⇒ 57cm） 

Z：凍結震度［cm］ 

F：凍結指数［℃・days］（弘前 155） 

C：係数［3～5］ 

※凍結深度は「別紙１６ 既設舗装構成」の凍結深度 57cm を採用する。 

※基礎設計において建築主事へ確認を行うこと。 

④ 積雪 構造計算用積雪荷重 130 ㎝以上、単位重量 30N/㎡/cm（長期荷重として考慮する） 

⑤ 起こりやすい災害 ⦿雪 ⦿雷  

⑥ 塩害地域の考慮  ⦿不要（直線距離：陸奥湾まで≒30ｋｍ、日本海まで≒27ｋｍ） 
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別紙２ 土質条件 

 

 

No.5(S54) No.4(S54)
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No.1(R2) 
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No.2(R2) 
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No.3(R2) 
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No.4(S54) 
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No.5(S54) 
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別紙３ 脱水汚泥供給箇所 

 

①ケーキ移送ポンプ配管 
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②コンベヤ 
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③ホッパ 
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別紙４ 二次処理水接続箇所 
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砂ろ過設備の更新処理水再利用施設図面（１／３） 
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砂ろ過設備の更新処理水再利用施設図面（２／３） 
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砂ろ過設備の更新処理水再利用施設図面（３／３） 
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ろ過水管接続位置①図面（１／６） 
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ろ過水管接続位置①図面（２／６） 
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ろ過水管接続位置①図面（３／６） 
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ろ過水管接続位置①図面（４／６） 
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ろ過水管接続位置①図面（５／６） 
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ろ過水管接続位置①図面（６／６） 

98



 

 

ろ過水管接続位置②図面（１／１） 
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別紙５ 上水接続箇所 
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別紙６ 汚水排水接続箇所 
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別紙７ 雨水排水接続箇所 
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別紙８ 電気設備 責任分界点 
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